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｢舟形わかあゆクラブ｣が始まります

　国が令和４年に「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」を示し
たように、これまで学校のみで活動してきた部活動を、地域ぐるみで運営する動きが全国的に広がっています。
国では、令和８年度から令和13年度までを改革実行期間として設定。休日の部活動の地域展開をはじめ、部
活動の改革を進めています。【表１】

これから部活動はどう変わる？
　これからも子どもたちがスポーツや文化活動に継続して親しむことができるようにするため、「舟形わかあゆ
クラブ」が始まります。この仕組みにより、教職員の負担を減らしながら、地域全体で子どもたちの活動を支
えることができるようになります。そのためには、町、学校、そして地域や保護者のみなさんの協力が欠かせ
ません。【図１】

なぜ、部活動の地域展開が必要？
　部活動の地域展開が必要とされる背景には、現在の部活動のあり
方では継続することが困難という現状があります。
　舟形中学校の生徒数は、10年で約30名減少しています。少子化
による部員の減少でチームがつくれないなど、全国的にも部活動の
継続が困難になりつつあります。また、教員数の減少により、授業
や学級指導などの負担が増えているほか、経験のない種目の顧問と
なる場合もあり、教員も部員もお互いに望ましくない状況になる場
合もあります。【図２】
　これらの課題に対応するため、町では部活動を持続可能なものと
して、地域に展開していくための取組みを行なっていきます。

　町では、教育目標である「地域に育ち、地域を育てる町民の育成」のもと、社会の変化に対応しながら、未
来に向けた「持続可能なまちづくり」を進めています。令和５年度から舟形町部活動改革検討委員会を中心に
検討を重ねており、休日の部活動を地域展開するにあたって重要な活動基本方針やクラブ認定要項などを決定
しました。
　活動時間は原則として３時間程度とし、日曜や祝日を休みにすることで過度な運動を防ぎ、子どもたちが無
理なく活動を続けられるようにします。会費は各クラブで設定し、保険料などの消耗品費や指導者への謝礼な
どにあてられます。また、できるだけ負担が少なくなるよう、町からの補助金などで支援が行われます。

【表１】部活動とクラブの役割分担について
（「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」をもとに町作成）

【図１】舟形わかあゆクラブにおけるそれぞれの役割

【撮影：戸田写真館】

活動日

指導者

大会参加

平日

教員など

休日（原則、土曜日のみ）

平日の活動
（学校の部活動）

休日の活動
（地域のクラブ）

クラブの指導者

　中学校体育連盟・文化連盟主催の大会
に学校名で参加し、顧問が引率

　中学校体育連盟・文化連盟以外が主催する大会
にクラブ名で参加し、保護者や指導者が引率

　令和８年４月から、これまで学校が主体となっていた舟形中学校の部活動を、新たに地域のクラブ活動として展開
していく「舟形わかあゆクラブ」が始まります。今回は、町が進める新しい部活動のかたちを紹介します。

部活動の地域展開とは？

～部活動の地域展開に向けて～

授業､テスト､部活動、
やることがまだまだ
たくさんある…

全国大会を目指したい
けど部員が少なくて
大会に出場できない…

【図２】部活動に関わる課題の例
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休日の活動の主体となり、活動を計画・運営
・規約の作成や役員の決定など、クラブの運営
・練習日程の調整や練習試合の計画
・大会参加の申込みや当日の引率
・会費の設定や管理、会計報告

町の役割
事務局を設置し、クラブ全体をサポート
・休日の練習や試合で使うバスの手配
・補助金などによる保護者負担の軽減
・指導者向けの研修会による指導のサポート
・｢地域コーディネーター」による運営支援

学校の役割
平日の部活動の指導に集中
・顧問（先生）と指導者が情報を共有
・連携して子どもたちの成長をサポート

地域の役割
指導などを担い、専門性と活動環境を提供
・専門的な技術指導（地域指導者）
・活動場所の提供と管理
・地域コミュニティでの見守り
・多世代交流による社会性の育成

保護者の役割保護者の役割


